
0120-7834-09

広島弁護士会所属

山下江 検索企業法務専門サイトあります
http://www.hiroshima-kigyo.com

◆相談料：３０分５,０００円（税別）　　　◆債務整理・交通事故：相談料０円・着手金０円

な や み よ まる く相談予約専用
フリーダイヤル

携帯・PHS OK

山下江法律事務所主催 企業法務セミナー　★懇親会同時開催（飲食付）★

詳しくは当事務所HP「お知らせ>企業法務セミナー情報」をご覧ください。
日　時：平成26年1月23日（木） 18：30～  会　場：TOWANI

第10回記念!「CSR経営におけるクレーム対応のポイント～社員と会社の信用を守る～」
講師：弁護士 山下 江

機動力と総合力で企業トラブルを解決します機動力と総合力で企業トラブルを解決します

　クレームに如何に対応するかは、どの企業の経営にとっても、とても大事なことで
す。企業の信用を守るという点においてはもちろんのこと、悪質クレームに直接対
応する社員のメンタルヘルスの点においても、重要な課題となっています。クレーム
への実務対応について、CSR（企業の社会的責任）の視点からお話しします。

山下江法律事務所
Y a m a s h i t a  K o  L a w  O f f i c e

〒730-0012 広島市中区上八丁堀4-27上八丁堀ビル703　広電白島線縮景園前徒歩１分
TEL 082-223-0695　FAX 082-223-2652　アーバンビューグランドタワー隣

労
働
法
制
に
つ
い
て（
４
）

　
「
時
間
外
労
働
」「
休
日
労
働
」

　

時
間
外
労
働
と
は

　
す
で
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
法
律

は
労
働
時
間
に
つ
い
て
、
原
則
１
日

８
時
間
以
内
、
１
週
40
時
間
以
内
と

し
て
い
ま
す
（
変
形
労
働
時
間
制
な

ど
例
外
も
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
）。こ

の
よ
う
に
法
定
さ
れ
た
労
働
時
間
を

超
え
る
労
働
を
「
時
間
外
労
働
」
と

い
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
「
残
業
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、正
確
に
は
、

残
業
に
も
、
法
定
労
働
時
間
内
の
残

業
（
会
社
の
定
め
た
所
定
労
働
時
間

を
超
え
る
が
法
定
労
働
時
間
内
の
も

の
。
法
内
残
業
と
い
い
ま
す
）
と
法

定
労
働
時
間
外
の
残
業
が
あ
り
ま
す
。

後
者
が
「
時
間
外
労
働
」
と
な
り
ま

す
。

　

休
日
労
働
と
は

　
休
日
に
働
く
こ
と
を「
休
日
労
働
」

と
い
い
ま
す
が
、
前
述
し
た
残
業
と

同
じ
よ
う
に
、
法
定
休
日
に
働
く
こ

と
は
法
定
休
日
労
働
、
法
定
休
日
で

は
な
い
が
会
社
が
休
日
と
定
め
て
い

る
休
日
に
働
く
こ
と
は
法
定
外
休
日

労
働
と
い
い
ま
す
。

　

割
増
賃
金

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
時
間
外
労
働

に
は
、
割
増
賃
金
を
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
割
増
率
は
、
25
％

以
上
（
月
60
時
間
を
超
え
る
と
大
企

業
は
50
％
以
上
、
中
小
企
業
は
当
面

猶
予
）
で
す
。

　
ま
た
、
法
定
休
日
労
働
に
つ
い
て

の
割
増
率
は
35
％
以
上
で
す
。

　
深
夜
業（
午
後
10
時
〜
翌
朝
５
時
）

に
つ
い
て
は
25
％
以
上
と
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
例
え
ば
午
後
10
時
以

降
の
時
間
外
労
働
と
な
っ
た
と
き
は
、

25
＋
25
＝
50
％
以
上
の
割
増
賃
金
の

支
払
い
が
必
要
で
す
。

　

３
６
（
さ
ぶ
ろ
く
）
協
定

　
労
働
者
に
時
間
外
労
働
や
法
定
休

日
労
働
を
行
わ
せ
る
場
合
に
は
、

「
３
６
協
定
」
を
締
結
し
、
労
働
基

準
監
督
署
に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
３
６
協
定
は
、
使
用
者
と
労
働
者

（
労
働
組
合
か
労
働
者
の
過
半
数
を

代
表
す
る
者
）
と
の
間
の
労
働
基
準

法
３
６
条
（
時
間
外
及
び
休
日
の
労

働
を
定
め
て
い
る
）
に
基
づ
く
協
定

で
す
。

　
３
６
協
定
で
は
、
１
日
、
３
か
月

以
内
の
一
定
期
間（
例
え
ば
１
か
月
）

及
び
１
年
間
に
つ
い
て
、
時
間
外
労

働
の
上
限
時
間
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

時
間
外
労
働
に
は
労
働
者
の
承
諾

が
い
る
か
？

　
か
つ
て
は
、
労
働
者
の
承
諾
が
い

る
と
の
判
例
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
承
諾
は
い
ら
な
い
と
の
最
高
裁

判
決
が
出
て
お
り
ま
す
。
時
間
外
労

働
を
会
社
が
命
じ
る
と
き
は
、
仕
事

処
理
の
関
係
で
や
む
を
得
な
い
場
合

で
す
か
ら
、
労
働
者
は
こ
れ
に
従
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
正
当
な
理
由
無
く
残
業
命
令
を
断

っ
た
場
合
に
は
、
労
働
者
に
対
す
る

懲
戒
処
分
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

違
法
な
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

　
会
社
の
所
定
労
働
時
間
を
超
え
て

働
き
な
が
ら
、
法
内
残
業
代
や
時
間

外
労
働
代
（
割
増
賃
金
含
む
）
が
支

払
わ
れ
て
い
な
い
状
態
の
こ
と
を
、

一
般
に
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
明
白
な
違
法
行
為

で
す
。

　
経
営
者
に
あ
っ
て
は
、
会
社
内
の

残
業
手
続
を
キ
チ
ン
と
定
め
、
労
働

者
の
残
業
に
対
し
て
は
そ
れ
に
見
合

っ
た
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
と
く
に
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
「
名
ば
か
り
管
理
職
」
の
問
題

で
す
。
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
の
上

記
の
よ
う
な
法
律
の
規
制
は
「
管
理

監
督
者
」
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
労
働
者
が
「
管
理
監
督

者
」
と
言
え
る
た
め
に
は
、
経
営
者

と
一
体
的
立
場
で
あ
る
な
ど
の
要
件

が
必
要
で
す
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
元

店
長
の
未
払
残
業
代
支
払
請
求
に
対

し
て
裁
判
所
は
、
管
理
監
督
者
に
当

た
ら
な
い
と
し
て
会
社
に
対
し
約
７

５
０
万
円
の
支
払
を
命
じ
ま
し
た
。

実
務
に
役
立
つ

企
業
法
務
の
基
礎

弁
護
士  

山
下
江
の

第 46回

平成 26 年１月７日
2479 号（第三種郵便物認可） 經濟レポート
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